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「
建
設
不
況
を
打
開
し
、
く
ら

し
と
平
和
、
建
設
国
保
を
守
ろ

う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
た
、
全
建
総
連
第
五
十
回

定
期
大
会
が
、
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
東
京
都
千
代
田
区
丸

の
内
）
で
十
月
二
十
一
日
（
水
）

～
二
十
三
日
（
金
）
の
三
日
間

開
催
さ
れ
、
過
去
最
多
五
十
三

県
連
・
組
合
、
三
千
三
百
五
十

名
（
全
建
愛
知
よ
り
二
十
一
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
建
総
連
を
代
表
し
、
山
田

副
中
央
執
行
委
員
長
（
全
建
愛

知
執
行
委
員
長
）
の
挨
拶
か
ら

定
期
大
会
は
幕
を
開
け
ま
し

全
国
五
十
三
県
連
・
組
合
か
ら
、
三
千
三
百
五
十
名
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た

た
。
　
来
賓
と
し
て
、
現
閣
僚
の
仙

谷
行
政
刷
新
担
当
大
臣
・
長
妻

厚
生
労
働
大
臣
は
じ
め
多
く
の

方
々
が
出
席
し
、
全
国
の
仲
間

に
激
励
を
し
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
来
賓
か
ら

は
、「
建
設
国
保
は
従
来
以
上
に

手
厚
く
守
る
」
な
ど
、
心
強
い

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
古
市
書
記
長
よ
り
「
建
設
投

資
が
減
少
し
、
建
設
従
事
者
も

減
る
厳
し
い
状
況
の
下
、
建
設

不
況
打
開
・
社
会
保
障
費
抑
制

の
転
換
・
医
療
保
険
制
度
一
元

化
反
対
・
国
保
組
合
育
成
強
化
・

公
契
約
運
動
な
ど
を
進
め
、
成

果
を
あ
げ
て
き
た
」
と
、
基
調

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
本
会
議
・
分
科
会

と
、
三
日
間
に
及
ぶ
活
発
な
討

議
が
行
わ
れ
、
三
日
目
の
本
会

議
で
は
、
「
建
設
不
況
打
開
・

医
療
保
険
制
度
一
元
化
反
対
の

運
動
」
を
主
と
し
て
一
層
強
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
、
第
八
分
科
会

（
共
済
福
祉
部
）
で
山
﨑
達
也

共
済
福
祉
部
長
（
中
川
熱
田
支

部
）
が
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
功
労
者
表
彰
で
は
、
佐
々
部

誠
さ
ん
（
天
白
支
部
／
元
副
執

行
委
員
長
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
一
年
の
経
過
報
告
及
び

新
年
度
の
運
動
方
針
案
が
承
認

さ
れ
、
早
期
七
十
万
人
を
回
復

し
、
七
十
五
万
人
目
指
し
、
組

合
員
が
力
を
合
わ
せ
諸
要
求
実

現
の
た
め
頑
張
る
こ
と
を
誓

い
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
今
大
会
で

杉
本
義
忠
中
央
執
行
委
員
長

（
高
知
建
労
）
が
退
任
し
、
　
田

村
豪
勇
中
央
執
行
委
員
長
（
新

任
／
建
設
山
口
）
、
古
市
良
洋
書

記
長
（
再
任
）
、
大
江
拓
実
書

記
次
長
（
再
任
）
・
林
裕
司
書

記
次
長
（
再
任
）
等
が
選
出
、

全
建
愛
知
か
ら
は
、
中
央
執
行

委
員
と
し
て
山
田
正
巳
執
行
委

員
長
（
社
会
保
障
対
策
部
所

属
）
・
加
島
道
明
書
記
長
（
労

働
対
策
部
所
属
）
、
会
計
監
査
に

片
山
正
和
財
政
部
長
の
三
名
が

選
出
さ
れ
、
新
執
行
部
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　
今
後
の
組
合
運
営
に
、
よ
り

一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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要
請
書
を
渡
す
山
田
執
行
委
員
長
（
右
）

　
労
働
対
策
部
で
は
、
十
一
月

五
日
（
木
）
、
今
年
度
で
九
回

目
と
な
る
愛
知
労
働
局
交
渉
を

行
い
、
山
田
執
行
委
員
長
、
上

野
労
働
対
策
部
長
以
下
計
七
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
主
な
要
請
項
目
と

し
て
、
労
災
か
く
し
の
根
絶
に

む
け
た
要
請
、
じ
ん
肺
な
ど
職

業
病
の
対
策
、
実
務
改
善
な
ど

五
項
目
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し

た
。
　
労
働
局
か
ら
は
、「
労
災
か
く

し
対
策
は
最
重
点
課
題
で
あ
り

司
法
処
分
や
新
聞
公
表
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
災
事
故

が
多
い
建
設
業
に
対
し
て
は
、

労
災
事
故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
す
。
建
設
業
労

働
災
害
防
止
協
会
と
連
携
を
図

り
、
労
災
か
く
し
な
ど
の

対
策
に
あ
た
っ
て
参
り
ま

す
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　
労
働
局
交
渉
は
例
年
行

っ
て
お
り
、
昨
年
度
の
要

請
項
目
で
あ
る
労
災
か
く

し
問
題
の
懇
談
会
メ
ン
バ

ー
に
、
全
建
愛
知
も
選
出

さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

　
継
続
す
る
こ
と
で
問
題

意
識
の
提
起
も
で
き
る
た

め
、
来
年
度
以
降
も
交
渉
は
続

け
、
建
設
業
の
労
働
環
境
改
善

　
十
一
月
十
九
日
（
木
）
日
比

谷
公
園
大
音
楽
堂
に
て
、
年
末

の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
概

算
要
求
額
を
確
実
に
満
額
確
保

す
る
と
と
も
に
、
建
設
不
況
を

打
開
し
、
仲
間
の
仕
事
と
く
ら

し
を
守
る
た
め
「
全
建
総
連
十

一
・
十
九
建
設
不
況
打
開
・
生
活

危
機
突
破
、
予
算
要
求
中
央
総
決

起
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
か
ら
は
、
四
役
・

組
織
部
長
・
青
年
部
・
書
記
局

合
わ
せ
て
三
十
八
名
が
参
加
し

ま
し
た
。（
全
国
か
ら
四
十
九
県

連
・
組
合
六
千
五
十
七
名
が
参

加
し
ま
し
た
）

　
大
会
で
は
、
田
村
中
央
執
行

委
員
長
か
ら
「
若
い
建
設
労
働

者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
建
設

業
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
雇
用
改
善
を
行
い
、
健
康

を
守
る
建
設
国
保
を
強
化
・
育

成
し
、
建
設
不
況
を
打
開
で
き

る
よ
う
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

お知らせ
　年末年始の組合事務所のお休み

は、12月29日（火）～1月4日（月）

です。

　仕事始めは、1月5日（火）午前

9時からです。

　組合員の皆さん、よろしくお願

いいたします。

　
約
一
時
間
半
の
決
起
大
会

後
、
「
建
設
国
保
の
強
化
・
住
宅

の
耐
震
改
修
制
度
の
強
化
・
賃

金
確
保
・
大
衆
増
税
反
対
等
」

を
訴
え
、
声
高
々
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
日
比

谷
公
園
大
音
楽
堂
か
ら
東
京
駅

ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
省
庁
・
地
元
選

出
国
会
議
員
へ
の
要
請
も
実
施

し
ま
し
た
。
　

　
建
設
不
況
が
続
く
中
、
安
定

し
た
仕
事
と
く
ら
し
の
た
め
、

今
後
も
諸
要
求
が
実
現
す
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

全国の仲間6,057名が集結
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愛
知
労
働
局
交
渉
行

愛
知
労
働
局
交
渉
行
うう

仲
間
の
要
求
実
現
と
制
度
改
善
の
た
め

労働対策部

功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
佐
々
部
誠
さ
ん

建
設
国
保
を
守
ろ
う

建
設
不
況
を
打
開
し
、

く
ら
し
と
平
和
、

全
建
総
連
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る
山
田
副
委
員
長

分
科
会
議
長
を
務
め
る
山
﨑
共
済
福
祉
部
長
（
右
）

全建総連 第50回定期大全建総連　第50回定期大会会

全国の仲間3,350名が参全国の仲間3,350名が参加加
来賓に、仙谷　　　・長妻　　行政刷新

担当大臣 大臣
厚生労働

な
ど
を
要
請
し
て
い
き
ま

す
。

中
央
総
決
起
大
会

満
額
確
保
に
向
け
て
全
国
の
仲
間
が
集
結

予

算

要

求

生
活
危
機
突
破

全 建 総 連
建
設
不
況
打
開
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検
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■
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検
査

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・

　
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・
血
液

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
九
千
二

百
五
十
円
）
で
受
診
い
た
だ
け

ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

組
合
の
集
団
健
康
診

組
合
の
集
団
健
康
診
断断
 

　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

①
実
費
負
担
な
し
で
、
労
働
安

　
全
衛
生
法
の
基
準
も
満
た
し

　
て
い
る
内
容
で
受
診
で
き
ま

　
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。

③
愛
知
県
内
各
所
で
集
団
健
康

診
断
会
場
を
設
け
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で
受

診
で
き
ま
す
。ま
た
、
所
属
支

部
に
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
の
健
診

会
場
で
も
受
診
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・
既
往
歴
・
生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

　
今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
組
合
で
実
施

す
る
「
集
団
健
康
診
断
」
及
び

契
約
す
る
健
診
機
関
で
の
「
健

康
診
断
」
を
主
体
と
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
生
活
習

慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
保
険

者
（
中
建
国
保
）
に
特
定
の
健

康
診
断
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ

く
保
健
指
導
を
実
施
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
四
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
達
成
率
に
よ
っ
て
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
支
援
金
へ

の
影
響
、ひ
い
て
は
保
険
料
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ぜ
ひ
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
積
極
的
に
健
康
診
断

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
組
合
の
集
団
健
康
診
断
で

は
、
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本

項
目
の
他
、
今
年
度
は

大
腸
が
ん
検
診
（
二
日

法
）
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
労
働
安
全

衛
生
法
に
よ
る
必
須
項

目
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
　
現
場
入
場
や
親
会
社

等
へ
健
診
結
果
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
、
中
建
国

保
の
健
康
保
険
証
を
お

持
ち
に
な
り
集
団
健
康

診
断
へ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
当
日
の
実
費

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
団
健
康
診
断

集
団
健
康
診
断
のの

受
診
資

　
　
　
受
診
資
格格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入

し
て
い
る
本
人
と
二
十

歳
以
上
の
家
族
被
保
険

者
」
に
限
り
ま
す
。

（
予
約
不
要

（
予
約
不
要
））

集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

　
組
合
の
契
約
健
診
機
関
で

あ
れ
ば
、
通
年
で
集
団
健
康

診
断
と
同
様
の
健
診
項
目
を

実
費
負
担
な
し
で
受
診
で
き

ま
す
。

　
検
査
（
R
B
C
・
H
b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

※
今
年
度
は
、
愛
知
県
栄
養
士

　
会
に
よ
る
「
健
康
づ
く
り
教

　
室
」
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
交
通
費
の
補

　
助
（
五
百
円
）
の
支
給
が
な

　
く
な
り
ま
す
。
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横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

①
契
約
健
診
機
関
を
選
択
し
、

　
ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

　
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

　
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
、
受
診
券
の
送

　
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

契
約
健
診
機
関
以

　
契
約
健
診
機
関
以
外外
でで
　
　
　
　
　
　

受
診
す
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
受
診
す
る
場
合
　

　
契
約
健
診
機
関
以
外
で
、
受

診
を
希
望
す
る
場
合
、
中
建
国

保
の
規
定
の
条
件
（
受
診
者
資

格
・
健
診
項
目
）
を
満
た
し
て

い
な
い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、
節
目

健
診
（
四
十
歳
以
上
七
十
歳
ま

で
五
歳
刻
み
）
が
廃
止
さ
れ
、

新
し
い
人
間
ド
ッ
ク
補
助
が
で

き
ま
し
た
。

１
．
人
間
ド
ッ
ク
補

１
．
人
間
ド
ッ
ク
補
助助

【
補
助
対
象
者

【
補
助
対
象
者
】】

　
四
十
歳
以
上
の
組
合
員
と
扶

　
養
家
族
（
適
用
除
外
事
業
所

　
の
従
業
員
以
外
の
者
）

【
補
助
金
額

【
補
助
金
額
】】

　
三
万
円
以
上
の
健
診
（
人
間

ド
ッ
ク
等
）
を
受
診
（
※
基
本

健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が

ん
検
診
を
含
ん
だ
健
診
）
さ
れ

れ
ば
、
一
万
五
千
円
を
補
助
し

ま
す
。

【
注
意
事
項

【
注
意
事
項
】】

　
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
組
合
の
集
団
健

　
康
診
断
を
受
診
さ
れ
る
と
人

　
間
ド
ッ
ク
補
助
を
受
け
ら
れ

　
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る

　
場
合
は
、
組
合
の
集
団
健
康

　
診
断
を
受
診
す
る
前
に
必
ず

　
組
合
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

２２
．．適
用
除
外
事
業
所
の
従
業
員
に
つ
い

適
用
除
外
事
業
所
の
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
九
千
二
百
五
十
円
を
支
払

い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
所

事
業
所

【
注
意
事
項
】

　
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。

　
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・

　
清
涼
飲
料
水
・
ガ
ム
・
飴
な

　
ど
も
検
査
数
値
に
影
響
を
与

　
え
ま
す
。

契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契
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契
約
健
診
機
関
ででででででででででででででででででででででででででででででで
ああああああああああああああああああああああああああああああ
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あ
れ
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様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

ば
、
集
団
健
康
診
断
と
同
様
ののののののののののののののののののののののののののののののの

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
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しししししししししししししししししししししししししししししし
でででででででででででででででででででででででででででででで

健
診
項
目
を
実
費
負
担
な
し
で
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
でででででででででででででででででででででででででででででで
きききききききききききききききききききききききききききききき

診
で
き
まままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
ま
す

　今月の組合費等の自

動引落日は28日（月）

です。25日（金）まで

に、預金残高をご確認く

ださい。尚、引落不能

の場合は、右

表のとおり翌

月に延滞金が

加算されます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号住所契約健診機関 名称

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
   土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

　中建国保の健全

な運営のため、職種

の変更・組織変更

（個人から法人）・

転業・廃業等があり

ましたら、組合の健

康保険課へご連絡

ください。

中建国保からのお知らせ

◎日時　12月20日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

     ／ 050-3785-1684

　  ／0120-154-931

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
びび

集
団
健
康
診
断
開

集
団
健
康
診
断
開
催催

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せせ
んん

あと２会場集団健康診断日程表

会場所在地会場名受付時間曜日月

瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日6

12

豊橋市アイプラザ豊橋9:30～11:30日13

※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「健康保険証」をご持参ください。

　また、事前予約の必要はございません。なお、受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑

　する場合があります。所属支部に係わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。

※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。



ハ
ガ
キ
要
請
行

ハ
ガ
キ
要
請
行
動動

　
国
保
組
合
の
特
別
助
成
を
確

保
し
、
制
度
を
育
成
・
強
化
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
元
国
会

議
員
要
請
行
動
・
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
の
運
動
は
、
必
要
不
可
欠

で
す
。

　
政
権
交
代
に
よ
り
民
主
党

は
、
国
民
の
声
を
活
か
し
た
政

治
主
導
へ
転
換
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
ま
で
と
同
様
、

概
算
要
求
や
予
算
案
を
作
成
し

て
い
る
の
は
厚
生
労
働
省
・
財

務
省
、
両
省
の
官
僚
が
手
掛
け

て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
　

　
そ
の
た
め
、
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
は
、
今
後
も
直
接
両
省
の
官

僚
に
向
け
、
大
き
な
働
き
か
け

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

概
算
要
求
満
額
確
保

概
算
要
求
満
額
確
保
へへ

　
年
末
の
国
保
予
算
編
成
に
向

け
、
厚
生
労
働
省
か
ら
財
務
省

に
対
す
る
、
概
算
予
算
要
求
の

満
額
確
保
を
目
指
す
た
め
、
九

一
斉
投
函
す
る
大
き
な
ハ
ガ
キ
の
山
／
　

　
　
　
　
　
　
（
二
万
四
千
百
七
十
四
枚
）

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
払
込
証
明
書
を
発
行
し
、
組

合
員
本
人
の
ご
自
宅
へ
、
郵
送

い
た
し
ま
す
。

　
但
し
、
事
業
所
や
親
方
さ
ん

が
ま
と
め
て
引
落
し
さ
れ
て
い

　
税
金
の
申
告
で
健
康
保
険
料

等
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す
。

　
中
建
国
保
（
組
合
の
健
康
保

険
）
に
ご
加
入
の
方
で
、
払
込

証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
組
合

る
場
合
は
、
事
業
所
ま
た
は
親

方
さ
ん
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
連
絡
の
な
い
方
に

は
払
込
証
明
書
の
発
行
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

　
払
込
証
明
書
は
到
着
ま
で
に

休
業
日
を
除
き
、
お
お
む
ね
一
～

二
日
か
か
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
余
裕
を
も
っ
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
に
よ
る
、

　
ご
回
答
は
、
個
人
情
報
保
護

　
の
た
め
、
差
し
控
え
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
、
組
合
の
税
金
申
告
学
習

会
へ
参
加
さ
れ
る
方
（
組
合

で
申
告
さ
れ
る
方
）
は
、
払

込
証
明
書
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
　
払
込
証
明
書
の
発
行
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
仕
事
中
の
ケ
ガ
、
仕
事
が
原

因
で
お
き
た
病
気
、
仕
事
の
行

き
帰
り
の
事
故
は
、
労
災
保
険

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
）

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
、
中
建
国
保
の
保
険
証
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
仕
事
中
に
ケ
ガ
な
ど

を
し
た
場
合
は
、
中
建
国
保
の

保
険
証
は
使
用
せ
ず
、
労
災
保

険
で
治
療
し
て
く
だ
さ
い
。

　
労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け

ず
に
中
建
国
保
の
保
険
証
を
使

用
し
た
と
き
は
、
そ
の
医
療
費

は
全
額
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
労
災
保
険
に
、
ま
だ
加
入
し

て
な
い
組
合
員
は
必
ず
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
や
暴
力
行
為
を
受

け
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
組
合

ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受

け
た
ケ
ガ
等
の
治
療
費
は
、
相

手
（
加
害
者
）
が
い
る
場
合
は

加
害
者
が
損
害
賠
償
の
負
担
を

す
べ
き
で
す
が
、
一
時
的
に
中

建
国
保
の
保
険
証
で
治
療
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
中
建

国
保
は
あ
く
ま
で
も
加
害
者
に

代
わ
っ
て
治
療
費
を
一
時
立
て

替
え
る
だ
け
で
、
後
で
中
建
国

保
が
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
の

で
、
交
通
事
故
や
相
手
の
暴
力

行
為
に
よ
る
ケ
ガ
等
で
中
建
国

保
の
保
険
証
を
使
う
場
合
は
、

必
ず
組
合
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
　
届
け
出
や
連
絡
が
な
い
と
き

に
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
保

険
給
付
制
限
規
定
に
よ
り
、
医

療
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ

い
て
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
届
け
出
に
必
要
な
も
の

仕仕
事
中（
通
勤
途
中

事
中（
通
勤
途
中
もも
含含
む
）の

む
）の

ケ
ガ
や
病
気
の
場

ケ
ガ
や
病
気
の
場
合合

交
通
事
故
や
相
手

交
通
事
故
や
相
手
のの

暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の
場

暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
の
場
合合

　
・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

　
　
　
　
　
　
　
（
被
害
届
）

　
・
傷
病
原
因
調
査
報
告
書

　
・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

　
・
念
書

　
・
同
意
書

　
・
誓
約
書

　
・
交
通
事
故
証
明
書

※
問
合
　
健
康
保
険
課
の
中
村

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 　
中
建
国
保
で
は
、
被
保
険
者

の
健
康
増
進
の
た
め
の
保
健
事

業
と
し
て
「
健
康
家
庭
祝
金
支

給
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
概
要
は
、
健
康
保
険

証
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
健

康
に
一
年
間
を
過
ご
し
た
世
帯

に
対
し
て
、
健
康
家
庭
祝
金
を

支
給
し
て
そ
の
健
康
を
祝
福
す

る
と
と
も
に
、
被
保
険
者
が
健

康
の
保
持
増
進
に
努
め
る
意
識

の
高
揚
に
寄
与
す
る
も
の
で

す
。
　
健
康
家
庭
祝
金
は
、
組
合
員

の
一
時
所
得
と
し
て
、
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。

　・
対
象
期
間

　
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～

　
　
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

・
支
給
金
額

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
時
点

　
　
で
の
保
険
料
種
別
に
応
じ

　
　
た
、
左
記
の
金
額
で
す
。

　
　
第
一
種
…
二
万
五
千
円

　
　
第
二
種
…
二
万
円

　
　
第
三
種
…
一
万
五
千
円

　
　
第
四
～
六
種
…
一
万
円

・
入
金
日
等

原
則
と
し
て
、
十
二
月
十

五
日
に
組
合
員
の
ろ
う

き
ん
口
座
に
振
込
し
ま

す
。

月
～
十
月
、
組

合
員
と
ご
家
族

の
方
々
に
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
を

お
願
い
し
た
結

果
、
二
万
四
千

百
七
十
四
枚
の

ハ
ガ
キ
が
集
ま

り
ま
し
た
。

（
十
一
月
十
二
日

　
　
　
　
現
在
）

　
手
書
き
の
文

字
一
文
字
一
文

字
に
は
、「
長
引

く
不
況
で
、
職

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

足
に
伴
い
、
八
月
に
提
出
し
た

概
算
要
求
を
見
直
し
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
沿
っ
た
要
求
に
作
り

直
し
た
た
め
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
概
算
要
求
額

は
八
月
の
時
点
か
ら
二
兆
四
千

七
百
六
十
一
億
円
増
の
、
二
十

八
兆
八
千
八
百
九
十
四
億
円
に

な
り
ま
し
た
。

大
き
な
成

大
き
な
成
果果

　
新
概

算
要
求

で
国
保

組
合
の

特
別
助

成
は
二

見
直
し
後

見
直
し
後
もも

　
厚
生
労
働
省

は
、
十
月
十
五

日
に
、
二
〇
一

〇
年
度
予
算
の

概
算
要
求
を
財

務
省
へ
再
提
出

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
鳩

山
新
政
権
の
発

百
八
十
二
億
一
千
万
円
と
対
前

年
度
比
六
千
万
円
増
、
特
定
健

診
・
保
健
指
導
補
助
金
が
十
六

億
円
で
前
年
度
と
同
額
を
要
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
旧
政
権
の
概
算
要
求
を
大
き

く
見
直
す
と
い
う
作
業
の
な

か
、
八
月
の
概
算
要
求
と
同
額

と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
す
。

人
に
と
っ
て
建
設
国
保
は
暮
ら

し
と
命
を
守
る
、
大
切
な
制
度
」

と
の
、
切
実
な
思
い
が
強
く
込

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ハ
ガ
キ
は
、
十
一
月
二
十

日
に
一
斉
投
函
さ
せ
て
い
た
だ

き

ま

し

た
。
　
皆
さ
ん

の
ご
奮
闘

に
敬
意
を

表

し

ま

す
。
　
今
後
も
、

ご
協
力
よ

ろ
し
く
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

◎
平
成
二

　
十
二
年

皆さんに書いていただいた中の一枚

健
康
保
険
料
等
払
込
証
明
書
の
発
送

お
申
込
は
、
お
早
め
に

労
災
等
で
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証
のののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
にににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注

健
康
保
険
証
の
ご
使
用
に
ご
注
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

十
二
月
十
五
日
、
祝
金
を
支
給

健
康
家
庭
表
彰
受
賞
者
の
皆
様
へ

　
度
の
国
保
組
合
に
対
す
る
特

　
別
助
成
額
は
、
決
定
次
第
ご

概
算
要
求
は
同
額

見
直
し
後
も
、
二
百
八
十
二
億
一
千
万
円

国 保 組 合
特 別 助 成

連
絡
い
た
し

ま
す
。

冬
の
ハ
ガ
キ
要
請
行

冬
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動動

二
万
四
千
百
七
十
四
枚
の
ハ
ガ
キ
集
ま

二
万
四
千
百
七
十
四
枚
の
ハ
ガ
キ
集
ま
るる



　10月15日（木）川原神社に集合
して昭和区を川原神社を中心に、西
と東に分けて、中河、岩田、佐藤の
3名は西の地域へ。稲垣、松山、近

藤の3名は東の地域へと、2班に分かれて、昭和区全域の新築や改築な
どの現場をくまなくまわりました。
　現場で作業中の職人さんへ声を掛け、全建愛知へ加入のＰＲ活動を
行いました。午前中は千種区よりの北側の地域をまわりました。
　近年、昭和区内では、工事現場の数が以前に比べて、かなり少なく
なっていると感じていましたが、元宮町、折戸町あたりの名古屋高速
道の南側の地域には、現場が集中しており、用意したパンフレットや
グッズの手拭いの40組分が、午前中になくなってしまい、本部へ30
組分程度追加補充しました。

　午後は、主に南の地域をまわりましたが、残念ながら、現場そのも
のの数も少なく、足場のある現場でもその大半は塗装屋さんの現場で
した。
　現場で仕事中に手を休めてもらって、話を聞いてもらうには、パン
フレットではなく、グッズ（今回は手拭き）が有効でした。
　後半ではグッズがなくなってしまい、全建愛知の話を聞いてもらう
までに少々時間が掛かりました。
　拡大行動終了後の反省会では、やはり話を聞いてもらうにはグッズ
は有効で、今回は手拭いでしたが、今後はイボ付きの軍手などが良い
のではなどの意見がありました。　　　　　　　　　【松山啓治　記】
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昭和支部／組織拡大行動

10月15日

　西支部は10月17日（土）「組織拡大行
動」と「住宅デー」の用意、そして18
日（日）に「住宅デー」を行いました。
　「組織拡大行動」では、今迄は建築中
の現場を見付けて、そこで仕事をしてい
る職人さん達に「全建愛知」の組合の説
明をしていましたが、最近は建築現場も
著しく少なくなっていて、それを見付けるのに時間がかかり効率が悪
いので、今年からはある名簿により建築関係の職人さんの住所を事前
に調べ、一定の地域を重点的に訪問し説明をする方法を取りました。
　今回は「豊山地区」を主として回りましたが、中には「私の家では
もう全建愛知に加入していますよ」と言うお宅や、奥さんが熱心に説
明を聞いて「主人が帰ってきたら相談をします」と答えてくれる家も
ありました。また、残念ながら留守の家には「組織拡大グッズ」と訪
問票を玄関に置いて帰りました。巡回する途中に建築中の現場が2件
あったので、そこでは職人さんに
対して「全建愛知」の説明をして
「ぜひ前向きに加入を考えてもら
う様、また知り合いの職人さんに
もお話をしてもらうように」お願
いをして来ました。
　18日の「住宅デー」では毎年の
ように「まな板の販売」、木工体験
教室では「ティッシュBOX」「動
物の顔」作り。そして今年から
「花台」「木製の茶たく(ｺーｽﾀー)」
が加わり、晴天でもあり大勢の人
達が来場して、15時の終了時間前
にすべての品物がなくなってしま
う盛況ぶりでした。
　いつもの様に、すべて定価を決
めて販売するのではなくて、参加
者の善意で「寄付」をしてもらう
方式で、5万円以上の寄付が集ま
り、その全額をその場で福祉団体
へ寄付をしました。
　　　　　　　　【青木繁通信員】
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 手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたええええええええええええええええええええをををををををををををををををををををを感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ手ごたえを感じまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたした
西支部／組織拡大行動 10月17日

現場を訪問する役員（中・右）

　9月14日（月）、天白支部で
13,000人の組合を目指して組
織拡大行動を行いました。
　参加者は、主婦の会4人を含
む12人で、午後1時に天白公園
の駐車場に集合しました。
　準備・打ち合わせをしてから
天白、東郷、日進と3つの地域
に分かれて、建設現場などさが
しながら車を走らせました。
　工事中の建物があると立ち寄って、パンフレットなどを渡し、説明

をしたり、ゆっくり話のできる所も
ありました。中には無視される所も
ありました。建設関連のお店にパン
フレットなど置かせていただくよ
うお願いもできました。
　4時間ほど取り組んで来ました。
あとは、1人でも全建愛知を理解し
てくださる人がいればと願い、皆さ
んで報告しあいました。

　　　　　　【保科すみ子通信員】
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 １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ででででででででででででででででででででもももももももももももももももももももも組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合をををををををををををををををををををを理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解ししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててももももももももももももももももももももらららららららららららららららららららら１人でも組合を理解してもらえええええええええええええええええええええれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれればばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
天白支部／組織拡大行動 9月14日

熱
心
に
組
合
説
明
を
す
る
役
員
（
上
）

　

　今回の組織拡大行動の目的は、より多くの支部組合員に支部活動を
知ってもらうため、集団健康診断時に（レントゲン撮影の待ち時間）
1人ひとりにパンフレット・ティッシュ等を渡しながら説明をし理解
をしてもらい協力を要請しました。
　約130名位の組合員に話ができ、多少なりとも希望がもてました。
　昼からは、トラック3台に全建愛知の旗を2本ずつ立て隊列して人通
りの多い街を2時間程走り廻りました。また、自家用車1台に4名で現
場巡りを行いました。

　健康診断会場には、旗を10本立て（10月18日（日）は笈瀬中学校
の秋の運動会）と重なって多くの人に、何やってるのと聞かれ、多く
の人に知ってもらうには単独では反応が今一だが、偶然とは言えグッ
ドタイミングでした。
　隊連を組み走ることは、奇異に写って関心を持たれたのではと…
2本立で取り組んだ活動でしたが、はたして結果が楽しみです。
　11月の支部会で報告と反省を予定しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【田口隆道　記】

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

 健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時にににににににににににににににににににに拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大きききききききききききききききききききき健診時に拡大 大きななななななななななななななななななななな成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

中村支部／組織拡大行動

10月18日

　

　10月18日（日）東海支

部役員6名にて、組織拡大

行動を行いました。

　当日は、天気もよく車3

台にわかれ、日頃まわって

ない所へ拡大行動をしまし

た。

　日曜日とあって動いてる

現場が少ない中、現場を見

つけては資料（パンフレッ

ト）等で、全建愛知の魅力を熱く説明すると、仕事中の職人さんも、

手を休めて、熱心に聞いてくれました。

　中には、未加入者の職人さんもおり、気持ちよく資料を受け取って

くれました。

　1人でも多くの組合員さん

が、増えることを期待していま

す。

　また、この1日は、支部長と

役員の熱のこもった積極的な

全建愛知をアピールする充実

した1日でした。

　　　　　　【神田勉通信員】
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 組合の魅力を熱く語る
東海支部／組織拡大行動 10月18日

熱
く
組
合
説
明
を
す
る
役
員
（
右
）

職人さんに話しかける役員（中・右）

さぁ、頑張るぞ

熱
心
に
組
合
を
語
る
役
員
（
右
）
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組織拡大強化月間／9月～11月

― 13,000人の組合目指して ―

組　織　部



　10月18日（日）一宮支部では、青
年部主催によるボウリング大会が、ア
ソビックス尾西で開催されました。
　今回は中支部から荻上青年部長、磯
貝さん高木さんが友情参加又、高橋正
子県会議員も参加され総勢58名（内、
小学生以下10名）が午前10時に、熱
い戦いの火蓋を切りました。
　あちこちのレーンで投球が終る度
に、歓声が上がったり溜め息がもれた
りと、賑やかにゲームは進み、終了後

ミーティングルームで昼食を兼ねた表彰式が行われました。
　今回は小学生以下と、一般でそれぞれ順位を決め、表彰を行い、小
学生の部の優勝は上田実奈さん、一般
の部の優勝は中村志津子さんが勝利
の栄冠を勝ち取りました。
　最後に大会の目玉の特別賞の抽選
です。会場がシーンとする中、幸運の
女神は中支部の磯貝さんの上で微笑
みました。今回は企画運営を全て青年
部で行った大会でしたが、無事終了し
上田青年部長もホッと胸を撫で下ろ
していました。　　　【石原一通信員】
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一宮支部／ボウリング大会 10月18日

い
く
ぞ
ー
そ
れ

賑やかな歓声や溜め息やら…

とっても楽しかったです

　
十
月
四
日
（
日
）
豊
田
支
部

で
は
、
親
睦
を
か
ね
「
若
狭
グ

ル
メ
の
旅
」
へ
出
か
け
ま
し

た
。
　
バ
ス
二
台
、
大
人
子
供
合

わ
せ
て
八
十
八
名
の
参
加
。

　
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
で

は
、「
拡
大
行
動
の
協
力
・
健

康
診
断
の
お
願
い
な
ど
、
親

睦
を
図
り
一
日
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」
と
一
路
若
狭
へ
出

発
で
す
。

　
か
ま
ぼ
こ
工
場
や
気
比
神

宮
に
参
拝
、
待
ち
に
待
っ
た

昼
食
会
場
へ
。

　
今
回
の
楽
し
み
の
一
つ

「
グ
ル
メ
」
参
加
者
か
ら
は
大

変
好
評
。

　
幹
事
も
よ
か
っ
た
と
ホ
ッ

と
し
た
一
幕
。

　
そ
し
て
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

へ
と
最
初
の
元
気
も
満
腹
感

か
ら
次
第
に
目
が
細
り
ダ
ウ

ン
気
味
、
最
後
に
立
ち
よ
っ

た
日
本
海
さ
か
な
街
で
は
、

皆
さ
ん
も
こ
の
時
ば
か
り
は

目
を
丸
く
輝
い
て
い
ま
し

た
。
両
手
に
沢
山
の
お
み
や

げ
を
買
い
込
み
車
へ
。

　
車
中
で
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
な
が
ら
、
眠
る
人
・

ビ
デ
オ
鑑
賞
す
る
人
な
ど
、

参
加
者
役
員
の
皆
様
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　
　
　
【
冨
岡
勝
男
通
信
員
】
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さ
ぁ
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
だ
ぁ

豊
田
支
部
／
三
方
五
湖
巡
り
・
若
狭
グ
ル
メ
の
旅

若
狭
を
満
喫
し
ま
し
た

10月４日

車
中
で
も
大
盛
り
上
が
り

　西支部は10月11日（日）に、組
合員と家族110名が参加して秋の
レクリエーションを行いました。
　参加者全員が定刻までに集り 、
晴天のもと名古屋を出発し、車中で
は配布された飲物やお菓子を食べ
雑談をしているうちに、昼食会場の
高山「赤かぶの里」に到着し「飛騨
牛しゃぶしゃぶ膳」を味わいました
が、「牛肉が2切れしかなくて、あ

まりにも少な過ぎる」と言う意見が多く在りました。
　昼食が終わり、次の目的地の「乗鞍畳平」へ向かいましたが、乗鞍
では午前中に降雪がありスカイラインが一時通行止めになりました
が、私達が通る頃には解除されていて無事に通ることが出来ました。
　畳平には午前中に降った雪がまだ残っていて、とても寒くてレスト
ランに入り暖かいコーヒーなどで暖（ﾀ゙ﾝ）を取る人達も多くいました。
スカイラインの途中の山間からは、槍ヶ岳・笠ヶ岳そして常念山脈な
どが晴れていれば遠望出来るのですが、雲が出ていて残念ながら眺め
ることが出来ませんでした。畳平を降りて途中で「板倉ラーメン」に
立寄りラーメンの試食をし、土産物を沢山購入しました。
　帰途では1,000円高速の影響で高速道路が渋滞して、予定時刻を2
時間以上遅れての到着となりましたが、車中でビンゴゲームやビデオ
を見て時間を過ごしました。　　　　　　　　　　　【青木繁通信員】
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 おー、寒い…乗鞍畳平
西支部／乗鞍・飛騨牛しゃぶしゃぶ膳の旅 10月11日

飛
騨
牛
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
す

　
小
牧
支
部
は
、
初
め
て

の
試
み
と
し
て
住
宅
デ
ー

を
十
月
十
七
日
（
土
）
～
十

八
日
（
日
）
小
牧
市
民
祭
り

と
兼
ね
、
小
牧
史
跡
公
園

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
二
～
三
ヶ
月
前
か
ら
準

備
に
入
り
、
準
備
万
端
に

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
の
朝
か
ら
会
場
内

は
大
勢
の
親
子
で
賑
わ

い
、
全
建
愛
知
の
ブ
ー
ス

も
「
丸
太
切
り
」・「
ミ
ニ
椅

子
作
り
」・「
鍋
敷
き
」・「
壁

飾
り
」の
コ
ー
ナ
ー
は
混

み
合
い
だ
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
は
一
緒

に
な
っ
て
、
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、
一
生
懸
命
に

ミ
ニ
椅
子
作
り
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
各
コ
ー
ナ
で
は
、「
お
じ

ち
ゃ
ん
教
え
て
」
な
ど
の

子
ど
も
た
ち
の
声
が
飛
び

交
い
、
八
人
の
役
員
は
、
子

ど
も
た
ち
の
指
導
に
飛
び

回
り
、い
つ
の
間
に
か
額

に
汗
を
か
く
ほ
ど
忙
し
い

様
子
で
し
た
。

　
可
愛
い
子
ど
も
た
ち
か

　

ら
は
、「
お
じ
ゃ
ち
ゃ
ん
、

あ
り
が
と
う
」の
言
葉
を

も
ら
い
、
役
員
一
同
次
回

の
住
宅
デ
ー
も
頑
張
る
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
住
宅
デ
ー

は
、
用
意
し
た
材
料
が
、ア

ッ
と
言
う
間
に
な
く
な
る

ほ
ど
の
大
盛
況
で
、
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　
　
【
木
賀
恵
一
通
信
員
】
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よ
い
し
ょ
・
よ
い
し
ょ
…

熱心な指導の役員さん

小
牧
支
部
／
住
宅
デ
ー

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉

～18日
10月17日

　10月25日（日）、秋晴れとはい
えない空模様の出発でしたが、守山
支部の秋レク日帰り旅行がバス2
台総勢77名で「奥飛騨」に向け出
発しました。
　バスの中では、ビンゴゲームをや
り車内は大人も子供たちも大はし
ゃぎでした。
　昼食は、合掌造りの数河（すごう）
さんで、皆さんおまちかねの「飛騨
牛膳」をいただき大満足でした。
　その後、「新穂高ロープウェイ」に向い日本初の2階建てゴンドラに

乗り、山頂駅の展望台は360度が絶景
でした。北アルプスの山々と紅葉の美
しさに皆さん大感動！
　足湯につかる人など秋の1日を満喫
することができました。
　帰りは渋滞などで、1時間ほど遅く
なってしまいましたが、事故もなく無
事に終えることができました。役員の
皆さん、ありがとうございました。
　　　　　　　　【丹羽登美江通信員】
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守山支部／新穂高ロープウェイ 10月25日

紅葉の美しさに大感動

絶景の新穂高

飛騨牛をモクモクと食べています

　
瑞
穂
支
部
、
秋
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
十
月
二
十
五
日

（
日
）
、
朝
八
時
に
バ
ス
一
台

に
三
十
八
名
（
大
人
三
十
名
・

中
人
一
名
・
小
人
七
名
）
が
参

加
し
て
、
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ

ー
ク
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　
途
中
、
天
気
も
よ
く
何
ヶ

所
か
に
ト
イ
レ
休
憩
を
し

て
、
長
時
間
バ
ス
に
揺
ら

れ
、
昼
近
く
に
よ
う
や
く
到

着
し
ま
し
た
。

　
つ
い
で
に
食
事
、
そ
し
て

い
よ
い
よ
バ
ス
に
乗
っ
た

ま
ま
動
物
の
姿
を
目
の
前

で
見
て
、
子
ど
も
た
ち
は
恐

が
っ
た
り
驚
い
た
り
楽
し

そ
う
に
は
し
ゃ
い
で
い
ま

し
た
。

　
帰
り
は
、
バ
ス
の
中
で
、

い
つ
も
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と

か
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
を
し

て
き
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
の
景

品
は
、
今
ま
で
の
支
部
の
行
事

で
残
っ
た
景
品
で
し
た
が
、
ガ

イ
ド
さ
ん
の
仕
切
り
方
が
少

し
変
わ
っ
た
仕
切
り
だ
っ
た

の
で
、
皆
様
も
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
　
【
戸
ヶ
里
勝
義
通
信
員
】
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百
獣
の
王
ラ
イ
オ
ン

ポ
ニ
ー
と
一
緒

瑞
穂
支
部
／
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

動
物
を
前
に
、
大
は
し
ゃ
ぎ

10月25日



家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　
「
増
改
築
相
談
員
新
規
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
一
月
十
六
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
 十
七
日
（
日
）
　

　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時

　
午
前
九
時
十
五
分
よ
り
受
付

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
研
修
内
容

　
・
増
改
築
相
談
員
の
基
礎
知
識

　
・
介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅
改
修

　
・
融
資
、
住
宅
の
税
金

　
・
住
宅
の
点
検
と
補
修

　
・
考
査
等

■
受
講
資
格
　

　
住
宅
の
新
築
又
は
リ
フ
ォ
ー

　
ム
工
事
に
関
し
十
年
以
上

　
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

■
会
費
　

　
組
合
員
　
　
二
万
八
千
円

　
組
合
員
外
　
三
万
二
千
円

　
　
※
テ
キ
ス
ト
・
登
録
料
・

　
　
　
昼
食
込

■
〆
切
　
十
二
月
二
十
二
日

■
申
込
・
問
合
　

　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

増
改
築
相
談
員
新
規
研
修
会

も
う
一
つ
資
格
を
増
や
そ
う

住宅対策部 　
愛
知
県
で
は
、
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、「
技

能
体
験
教
室
」
と
題
し
、
小
中

学
生
を
対
象
に
子
ど
も
た
ち
に

モ
ノ
作
り
の
素
晴
し
さ
を
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
、
熟
練
の
職

人
か
ら
技
術
指
導
を
交
え
た
授

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
十
月
十
九
日
（
月
）
技
術
対

策
部
で
は
、
津
島
市
立
北
小
学

校
で
、
六
年
生
の
児
童
三
十
名

を
対
象
に
ミ
ニ
い
す
作
り
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
技
術
対
策
部
と
書
記
局
員
の

総
勢
九
名
で
、
技
術
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
全
建
愛
知
の
教

室
以
外
に
、
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
・

和
菓
子
・
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
に
分

か
れ
、
そ
の
道
の
達
人
か
ら
技

術
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
い
す
作
り
教
室
で
は
、

用
意
さ
れ
た
材
料
を
前
に
、
役

員
等
か
ら
の
指
導
の
も
と
作
業

が
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
材
料
の
墨
付
け
・
切

り
取
り
・
組
み
立
て
・
加
工
な

ど
を
し
ま
し
た
。

　
次
第
に
、
図
工
室
は
活
気
あ

る
雰
囲
気
と
な
り
、
児
童
と
共

に
指
導
者
か
ら
も
熱
の
入
っ
た

指
導
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
部
員

の
額
に
も
大
粒
の
汗
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
、
お
昼
頃
に
は
自
慢
の

ミ
ニ
い
す
が
完
成
し
て
き
ま
し

た
。
　
午
後
十
二
時
三
十
分
、
終
わ

っ
て
み
れ
ば
、
児
童
全
員
無
事

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
教
室

内
は
児
童
三
十
人
の
笑
顔
が
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

税
金
学
習
デ
ー

　
源
泉
徴
収
･
年
末
調
整
や

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申

告
の
仕
方
な
ど
、
税
金
や
記

帳
に
つ
い
て
不
安
や
疑
問
を

お
持
ち
の
方
は
、
二
月
の
申

告
時
期
に
な
る
前
に
参
加
し

て
解
決
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
税
金
学
習
（
相
談
）
デ
ー
　

は
個
別
に
行
い
ま
す
の
で
（
約
　

一
時
間
程
度
）
事
前
に
電
話
　

で
希
望
時
間
と
内
容
を
予
約
　

し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
春
日
井
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
一
日
（
火
）

　
※
受
付
終
了

【
岡
崎
事
務
所
】

ガ
ラ
ス
を
割
る
実
演
の
様
子

　
シ
ニ
ア
倶
楽
部
の
活
動
の
重

要
な
目
的
は
、
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

　
第
二
回
シ
ニ
ア
倶
楽
部
研
修

旅
行
を
十
月
二
十
九
日
（
木
）

開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
三
十
三
名
と
書
記
局

員
二
名
、
総
勢
三
十
五
名
を
乗

せ
た
バ
ス
は
、
静
岡
浜
松
広
報

館
等
へ
向
け
金
山
駅
を
後
に
し

ま
し
た
。

　
早
速
、
車
中
で
は
耐
震
な
ど

の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
浜
松
広
報
館
は
航
空
自
衛
隊

基
地
と
隣
接
し
て
お
り
、
目
の

前
を
ご
う
音
と
と
も
に
、
戦
闘

機
が
飛
び
去
っ
て
い
く
様
子
を

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
映

画
の
一
シ
ー
ン
の
様
で
し
た
。

格
納
庫
に
は
、
数
十
台
の
戦
闘

機
等
が
展
示
さ
れ
、
勇
壮
な
姿

で
し
た
。

　
お
昼
は
焼
津
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
、
お
膳
に
乗
り
切
ら
な
い

■
日
程
　
十
二
月
八
日
（
火
）

【
豊
橋
事
務
所
】

■
日
程
　
十
二
月
十
五
日
（
火
）

【
全
建
愛
知
会
館
】

■
日
程
　
十
二
月
二
十
日
（
日
）

　
　
　
　
   一
月
十
七
日
（
日
）

記
帳
講
習
会

■
日
程
　
白
色
／
十
二
月
三
日
（
木
）

　
　
　
　
青
色
／
十
二
月
十
日
（
木
）

※
詳
細
は
、
十
一
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
講
習
会

■
日
程
　
一
月
十
四
日
（
木
）

熱
心
な
指
導
を
す
る
役
員

ほ
ど
の
海
の
幸
を
お
腹
い
っ
ぱ

い
堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、
食

事
と
共
に
同
世
代
の
仲
間
と
笑

い
の
耐
え
な
い
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
焼
津
千
手
観
音
で

は
、
住
職
の
楽
し
い
法
話
を
聞

き
、
焼
津
さ
か
な
広
場
で
は
両

手
い
っ
ぱ
い
に
新
鮮
な
魚
介
類

の
お
土
産
を
皆
さ
ん
買
っ
て
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、「
次

回
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。

ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
、

言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
帰
路
の
車
中
で
は
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、
楽
し

い
雰
囲
気
も
名
残
惜
し
い
中
、

無
事
に
金
山
駅
へ
着
き
解
散
し

ま
し
た
。

各
種
税
金
講
習
会
の
ご
案
内

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
ろ
う

税金対策部

も
し
も
の
時
も
こ
れ
で
安
心

防
犯
対
策
講
習
会
開
催

青 年 部

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ

浜
松
・
焼
津
千
手
観
音
参
拝
ツ
ア
ー

シニア倶楽部

参加者の皆さん

　
一
生
懸
命
に
作
業
す
る
児
童

の
姿
と
満
面
な
笑
顔
は
、
と
て

も
純
粋
な
も
の
で
し
た
。

　
今
後
も
技
術
対
策
部
は
、
モ

ノ
作
り
の
喜
び
を
一
人
で
も
多

く
の
生
徒
た
ち
に
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
、
更
に
学
校
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

三
十
人
の
笑

三
十
人
の
笑
顔顔

ミ
ニ
い
す
作
り
体

ミ
ニ
い
す
作
り
体
験験
実実
施施

技術対策部

津 島 市 立
北 小 学 校

　
十
一
月
一
日
（
日
）
午
前
十

時
よ
り
全
建
愛
知
会
館
に
て
、

港
警
察
署
署
員
と
防
犯
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
四
名
を
講
師
と
し
て

招
き
、
青
年
部
主
催
「
防
犯
講

習
」
が
参
加
者
十
九
名
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

よ
り
愛
知
県
は
侵
入
盗
の
被
害

件
数
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
一
で
あ

る
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
侵
入
さ
れ
る
ま
で
の

時
間
を
長
く
さ
せ
る
た
め
に
複

数
の
鍵
を
設
置
す
る
、
防
犯
カ

メ
ラ
や
テ
レ
ビ
ド
ア
ホ
ン
、
点

滅
式
の
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
、
警

報
装
置
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
会
場
で
実
際
に
四

種
類
の
ガ
ラ
ス
を
割
り
、
音
の

出
方
や
割
れ
方
の
違
い
を
確
認

し
、
防
犯
ガ
ラ
ス
が
割
れ
に
く

い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
　
警
察
署
署
員
か
ら
は
自
動
車

盗
難
に
対
す
る
説
明
が
あ
り
、

ハ
イ
エ
ー
ス
が
一
番
多
く
盗
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
　
犯
人
は
、
新
車
も
中
古
車
も

関
係
な
く
盗
み
、
暗
い
場
所
や

路
上
に
止
め
て
あ
る
車
を
狙
い

ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
ナ
ビ
は
三

分
程
で
取
り
外
す
こ
と
が
で

き
、
盗
難
防
止
に
は
ネ
ジ
を
特

殊
な
も
の
に
変
え
る
こ
と
が
有

効
で
す
。

　
今
年
で
二
回
目
の
防
犯
講
習

で
し
た
が
、
犯
人
の
手
口
を
知

り
、
で
き
る
だ
け
被
害
に
遭
わ

な
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
十
月
十
九
日
（
月
）
、
熱
田

税
務
署
で
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
熱
田
税
務
署
に
は
、
全
建
愛

知
か
ら
坂
田
税
金
対
策
部
員
と

書
記
局
員
二
名
が
参
加
し
、
税

務
署
か
ら
は
上
田
総
務
課
長
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
全
建
愛
知
の
概
要
や

税
金
対
策
部
の
活
動
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
組
合
員
へ
の
記
帳

指
導
や
各
種
講
習
会
を
開
催
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
組
合
の
取

り
組
み
や
運
動
な
ど
に
つ
い

て
、
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
税
務
署
側
か
ら
も
、
組
合
で

行
う
講
習
会
へ
の
資
料
提
供
に

快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
申
告
書

が
作
成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
や
、

ｅ
―
Ｔ
a
x
の
普
及
に
向
け
て

協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、

組
合
の
税
金
に
対
す
る
活
動
な

ど
、
建
設
業
界
の
受
注
状
況
や

景
気
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、

十
分
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ

け
、
熱
田
税
務
署
と
の
間
に
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
　

　
ま
た
、
今
期
は
小
牧
・
北
・

岡
崎
・
刈
谷
税
務
署
へ
も
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
全
建
愛
知
の
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
ス
ム
ー

ズ
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
各
税
務
署
に
お
い
て
積

極
的
に
意
見
交
換
会
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

■
時
間
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
定
員
　
三
十
名

■
持
物
　
筆
記
用
具
・
電
卓
等

※
年
末
調
整
講
習
会
で
は
、
組

　
合
で
用
意
し
た
例
題
に
沿
っ

　
て
源
泉
徴
収
・
年
末
調
整
の

　
仕
方
か
ら
、
税
務
署
や
市
町

　
村
へ
の
提
出
書
類
作
成
ま
で

　
の
、
一
通
り
の
実
務
手
続
き

　
を
指
導
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
合
　
税
金
対
策
部

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税金対策部

税
務
署
意
見
交
換
会
実
施

信
頼
関
係
を
築
く



　
豊
田
支
部
設
立
は
、
平
成
九

年
支
部
員
数
約
百
五
十
名
で
発

足
さ
れ
、
今
年
で
十
三
年
に
な

り
ま
す
。

　
現
在
三
百
名
に
、
手
が
届
く

所
で
す
。

　
設
立
後
し
ば
ら
く
は
、
支
部

役
員
の
入
れ
変
り
が
思
わ
し
く

行
か
ず
、
役
員
で
知
恵
を
出
し

合
い
「
組
合
員
は
平
等
」
を
合

言
葉
に
、
班
長
持
ち
回
り
制
度

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
同
時
に
組
合
の
良
さ
を
学

び
、
役
員
一
同
実
戦
し
つ
つ
青

年
部
を
、
早
期
に
立
ち
上
げ
、

支
部
と
青
年
部
両
輪
で
運
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
青
年
部
主
催

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
毎
回
大
盛

況
。
今
年
度
、
百
名
募
集
の
と

こ
ろ
参
加
さ
れ
た
組
合
員
と
家

族
数
百
六
名
、
支
部
主
催
日
帰

り
旅
行
も
募
集
後
、
ア
ッ
と
い

う
間
に
定
員
満
了
で
す
。

　
支
部
設
立
当
時
は
、
参
加
し

て
く
れ
る
組
合
員
さ
ん
が
少
な

く
苦
労
し
た
こ
と
が
、
今
に
な

っ
て
組
合
活
動
の
大
切
さ
が
見

え
て
き
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

　
二
年
任
期
班
長
持
ち
回
り
制

豊
田
支
部
役
員
と
家
族
の
方
々

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

港
支
部
／
新
年
会

■
日
程
　
一
月
十
日
（
日
）

■
会
場
　
か
に
本
家
　
金
山
店

西
尾
幡
豆
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
一
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
西
尾
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル

春
日
井
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
一
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

昭
和
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
寄
せ
植
え
＆
軽
食

■
日
程
　
十
二
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
十
一
時
～

■
会
場
　
花
ア
ー
ル
／
川
名
ラ

　
　
　
　
イ
ト
ハ
ウ
ス
信
号
付
近

■
会
費
　
千
五
百
円

■
定
員
　
二
十
名

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
嬰

こ
ん
に
ち
は
！
豊
田
支

こ
ん
に
ち
は
！
豊
田
支
部部
でで
すす

木
曽
川
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
一
月
十
六
日
（
土
）

■
会
場
　
太
閤
殿

千
種
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
一
月
三
十
一
日
（
日
）

■
会
場
　
ル
ブ
ラ
王
山

緑
支
部
主
婦
の
会
／
寄
植
＆
食
事
会

■
日
程
　
十
二
月
十
日
（
木
）

■
会
場
　
サ
ン
リ
ョ
ー
緑
店

一
宮
支
部
／
忘
年
会

■
日
程
　
十
二
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場
　
江
美

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

■
〆
切
　
十
二
月
十
五
日

■
申
込
・
問
合
　

　
岩
田
／
℡
０
５
２
―

8
0
6
―

6
3
4
5

　
佐
藤
／
℡
０
５
２
―

7
6
3
―

7
0
0
2

南
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
お
正
月
用
生
け
花
教
室

■
日
程
　
十
二
月
二
十
三
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
正
午

■
会
場
　
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
会
費
　
一
千
円

■
定
員
　
三
十
名

■
〆
切
　
十
二
月
十
日

■
持
物
　
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・

　
　
　
　
花
器
（
形
は
自
由
）

■
備
考
　
胃
の
方
は
、
氏
名
・

　
連
絡
先
も
必
ず
記
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
　
片
山

　
℡
０
５
２
―
８
２
２
―
７
９
９
７

　
胃
０
５
２
―
８
２
１
―
８
４
７
１

海
部
支
部
／
お
正
月
用
生
け
花
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
＆
昼
食
会

■
日
程
　
十
二
月
二
十
五
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
レ
ス
ト
ラ
ン
天
王
　
美
和
店

■
会
費
　
千
五
百
円

度
を
実
現
し
て
毎
年
班
長
さ
ん

の
半
数
が
入
れ
変
る
事
に
よ

り
、
支
部
活
動
へ
の
意
識
が
高

く
な
り
、
支
部
総
会
に
参
加
さ

れ
る
組
合
員
さ
ん
も
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
一
年
、
支
部
行
事
を
通
じ
て

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

支
部
総
会
予

支
部
総
会
予
定定

　
毎
年
恒
例
の
「
ふ
れ
あ
い
餅

つ
き
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
建
愛
知
が
地
域
の
一
員
と

し
て
、
住
民
の
方
々
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
組

合
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
な

存
在
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、「
餅
つ
き
・
金
魚
す
く
い
・

チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
・
射
的
・
丸
太

切
り
・
ア
ニ
メ
映
画
上
映
会
・

風
船
配
布
・
慈
善
バ
ザ
ー
・
豚

汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
・
小
物
作
り

教
室
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
楽

し
い
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
全
建
愛
知
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
十
二
月
十
三
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
会
費
　
無
料

■
備
考
　
雨
天
決
行
　

慈
善
バ
ザ
ー
物
品
の
お
願

慈
善
バ
ザ
ー
物
品
の
お
願
いい

　
慈
善
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
、

歳
末
助
け
合
い
運
動
に
寄
付
さ

昨年の餅つき大会の様子

皆
さ
ん
、
遊
び
に
来
て

皆
さ
ん
、
遊
び
に
来
て
ねね

組 織 部

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
開

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
開
催催

仲
間
を
拡
大
し
よ
う
、
一
人
ぼ

っ
ち
の
職
人
を
な
く
そ
う
、
組

合
に
加
入
す
る
と
多
く
の
仲
間

が
い
て
互
い
に
助
け
合
い
良
い

こ
と
が
沢
山
あ
る
ん
だ
と
、
今

後
も
役
員
一
丸
で
活
動
に
仕
事

に
励
み
全
建
愛
知
／
目
指
す
と

こ
ろ
一
万
三
千
人
達
成
の
た

め
、
そ
し
て
こ
の
組
合
を
創
っ

て
く
れ
た
先
輩
た
ち
の
努
力
を

受
次
い
で
く
れ
る
組
合
員
さ
ん

へ
、
役
員
一
同
歓
迎
で
す
。
　

　
　
【
稲
本
隆
治
支
部
長
　
記
】

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
寄
付
が
で
き
ま

す
よ
う
、
食
品
以
外
の
物
品
を

提
供
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
　
各
支
部
主
婦
の
会
幹
事

　
ま
た
は
、
組
合
の
中
村
・
三

　
好
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
定
員
　
二
十
名

■
〆
切
　
十
二
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
長
谷
川

　
℡
０
５
６
７
―
2
8
―
1
9
5
7

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

　
お
正
月
用
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

■
日
程
　
十
二
月
二
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

■
会
場
　
さ
ぶ
り
な

■
会
費
　
千
五
百
円

■
〆
切
　
十
二
月
二
十
日

■
備
考
　
参
加
の
方
は
、
氏
名
・

　
住
所
・
℡
・
胃
を
明
記
の
上
、

　
胃
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
酒
井

　
胃
０
５
８
６
―
４
５
―
４
５
３
８

中
村
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
お
正
月
用
の
お
花
教
室

■
日
程
　
十
二
月
二
十
八
日
（
月
）

　
午
前
九
時
、
名
古
屋
駅
新
幹

　
線
旧
壁
画
前
に
集
合

■
会
場
　
カ
イ
ン
ズ
港
店

■
会
費
　
二
千
円

■
〆
切
　
十
二
月
十
五
日

■
持
物
　
ハ
サ
ミ
・
新
聞
紙
・

　
カ
ッ
タ
ー
・
マ
チ
の
あ
る
大

旗開き旗開きののごご案内案内

　１月7日（木）午後5時30分～
午後6時30分、全建愛知会館で旗
開きを開催します。
　旗開きに参加ご希望の方は、１
月５日（火）正午までに組合の総
務課までご連絡ください。
　組合事務所は、12月29日（火）
～1月4日（月）年末年始のお休み
です。

労
働
対
策
部

確
か
め
て

安
全
確
認

再
確
認

　
き
い
袋

■
申
込
・
問
合
　
柴
田

　
℡
０
５
２
―
４
８
１
―
9
7
3
3

中
村
支
部
青
年
部
／
新
年
会

■
日
程
　
一
月
十
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
六
時
～

■
備
考
　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

　
は
、
左
記
ま
で
直
接
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
村
上

　
℡
０
９
０
―
７
８
５
１
―
１
９
３
０

部長の大役に恥じることなく、皆さんの協力を得て、頑張っ
ていきたいと思っています。また、青年部では幹事会をはじ
め各行事に一生懸命取り組んでいます。
　楽しい行事など盛りだくさん企画しています。皆さん、ぜ
ひ遊びに来てください。
　仕事は、鳶職をしています。当然、仕事は高所作業になり、
毎日神経を使うことが多く、たいへん疲れて帰宅します。　　

青年部副部長

 村上 　 明櫻 
むらかみ あきお

　全建愛知の皆さん、こんにちは。
　私、村上明櫻（30歳・中村支部青年部副
長）の自己紹介をさせていただきます。
　この度、青年部の総会をもって、青年部副
部長を務めさせていただくことになりまし
た。青年部に入り、5年目になりますが、副

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

奥様と一緒に…

そんな時、姉さん女房の真
由美とワンコに、とても癒
され、毎日賑やかに楽しく
過ごしています。いつの間
にか疲れも何処へやら。
　私にとって、温かい家庭
が、なにより明日への活力
となっています。

【村上明櫻
　　　青年部副部長　記】

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

年金共済「まごころ年金共済「まごころ」」
～一時払積増受付ます～ 一時払積増受付ます ～～

共済福祉部 ご 案 内

　年金共済「まごころ」は全建総連が実施する拠出型
企業年金保険です。
　相互扶助の精神に基づき、公的年金の補完、組合員
さんの老後の生活安定を図ることを目的とした、貯蓄
型の保険です。
　払込掛金は税法上、生命保険料控除（一般用）にな
ります。
【まごころの特徴】
　①60歳から70歳までの間に年金受取開始を選択できます。
　②年金の種類は６種類。受取時に選択していただき
　　ます。（一時金として受取ることも可能です）
　③掛金とは別に年２回、１口10万円単位で一時金の
　　積増ができるので、将来の受取金額を増やすこと
　　ができます。また、加入中に所定の事情が生じた
　　場合、積立金の一部を引き出すことができます。　
　　（１回あたり20万円以上１万円単位）
【加入対象】
　新規加入は随時受付しています。
　満18歳以上満67歳以下までの組合員さんとその同
　居のご家族で、定年までの予定加入年数が満３年以
　上の方です。１口５千円、最高20口（10万円）ま
　で掛けていただけます。
　今回、次の期間で一時払積増の受付をいたします。
【一時払積増期間】
　平成21年12月10日～平成22年３月10日
　※期間中に１回積増ができます。
　　老後のゆとりを育てるには、計画的に積立ていく
　　ことが大切になります。

　新規加入・一時払積増、その他詳しくは、年金共済
課／三好までお問い合わせください。



◎
風
を
切
る
ぜ
！

　
『
山
が
き
れ
い
に
紅
葉
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
を
バ
イ
ク

で
走
る
と
、
気
分
い
い
で
す
。
バ

イ
ク
最
高
！
』

　
【
犬
山
市
／
小
川
大
介
さ
ん
】

※
い
い
で
す
ね
～
安
全
運
転
を
。

◎
冬
が
始
ま
る
よ
！
ほ
ら
…

　
『
最
近
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
。

五
月
頃
か
ら
健
康
の
た
め
に
散

歩
し
て
ま
す
が
、
桜
並
木
が
枯

葉
落
ち
、
冬
に
近
づ
い
て
く
る

ん
だ
な
と
季
節
を
感
じ
ま
す
』

　
【
愛
西
市
／
松
永
千
代
さ
ん
】

※
い
よ
い
よ
寒
い
冬
が
や
っ
て
来
ま
す
ね
。

◎
豊
作
で
す
！

　
『
先
日
、
鳥
の
大
群
が
柿
を
食

べ
に
来
る
の
で
、
三
人
係
り
で

全
部
獲
っ
て
し
ま
い
近
所
と
か

知
り
合
い
に
配
り
ま
し
た
。
二

百
個
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
』

　
【
一
宮
市
／
水
谷
義
男
さ
ん
】

※
大
仕
事
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

◎
や
ら
せ
な
い
で
よ
！

　
『
今
年
も
一
家
で
、ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
を
し
ま
し
た
。
百

均
で
揃
え
た
帽
子
と
マ
ン
ト
を

身
に
つ
け
記
念
撮
影
。
か
ぼ
ち

ゃ
色
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
高
校

生
の
息
子
が
一
言
。「
高
校
生
の

誰
で
も
こ
ん
な
こ
と
し
て
く
れ

る
と
思
わ
ん
で
よ
」
確
か
に
！

感
謝
し
ま
す
』

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
何
だ
か
ん
だ
と
家
族
団
ら
ん
い
い
も
の
で
す
ね
。

◎
あ
と
少
し
で
す
ね
！

　
『
今
年
も
、
あ
と
一
ヶ
月
。
体

は
急
が
な
い
の
で
す
が
、
気
分

的
に
せ
わ
し
な
い
。
年
齢
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
若

く
あ
り
た
い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
』

　
　
【
緑
区
／
安
藤
照
枝
さ
ん
】

※
無
事
に
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

◎
祝
・
真
珠
婚
！

　
『
十
一
月
で
私
た
ち
夫
婦
、
真

珠
婚
を
迎
え
ま
す
。
振
り
返
れ
ば

本
当
に
早
い
三
十
年
で
し
た
。
主

人
に
苦
労
し
た
と
い
う
こ
と
も

な
く
、
幸
福
に
生
活
で
き
ま
し

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

十
二
月
十
一
日
ま
で
に
組
合

の
教
宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
胃
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
コ
ウ
ソ
ク
ド
ウ
ロ

■
当
選
者

　
瀧
さ
ゆ
り
さ
ん
他
十
九
名

■
一
月
号
の
原
稿
締
切

　
十
二
月
七
日
（
月
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】
十
一
月
号

キ
ャ
ロ
ッ
ト
一
面
、
千
種
支
部
・

東
支
部
／
組
織
拡
大
行
動
の
写

真
の
解
説
に
「
～
未
加
入
者
の

職
人
さ
ん
へ
～
」
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、「
既
加
入
者
の
方
で
し

た
」
。
ご
本
人
・
関
係
者
の
方

に
ご
迷
惑
お
掛
け
し
ま
し
た
。

お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
東
京
と
伊
豆
を
結
ぶ
特
急
。
…
…
号

④
あ
る
人
の
下
に
属
す
る
人

⑤
二
枚
舌
の
人
が
つ
く

⑥
神
を
祭
っ
て
あ
る
所

⑧
国
際
ハ
ブ
空
港
化
が
焦
点
に

　
な
っ
て
い
ま
す

⑩
目
の
下
に
あ
る
と
涙
も
ろ
い

　
そ
う
で
す

⑫
彼
の
司
会
ぶ
り
も
…
…
に
つ
い
て
き
た

⑬
ヘ
ボ
将
棋
…
…
よ
り
飛
車
を

　
か
わ
い
が
り

⑭
毎
朝
…
…
に
水
を
や
る

⑮
バ
ブ
ル

⑯
熊
本
の
シ
ン
ボ
ル
。
…
…
山

⑰
首
都
は
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ

⑲
商
品
を
売
っ
て
得
た
収
入

影
新
婚
旅
行

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

①
美
術
で
作
品
中
に
用
い
ら
れ

　
る
石
や
流
木
な
ど

②
下
水
管
な
ど
に
使
い
ま
す

③
当
選
し
た
ら
実
行
し
て
ね

⑦
ラ
ジ
オ
の
…
…
に
時
計
を
合
わ
せ
る

⑨
超
ラ
ッ
キ
ー
な
お
み
く
じ

⑪
労
働
組
合
の
略

⑬
お
し
ま
い
、
最
後

⑮
屋
外
の
こ
と
。
…
…
ド
ア

⑯
…
…
足
を
と
る

⑱
表
面
の
反
対

⑳
「
…
…
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」

　
　
（
イ
ソ
ッ
プ
物
語
）

嬰
日
本
の
…
…
教
育
は
九
年
制

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

た
。こ
れ
か
ら
も
二
人
健
康
第

一
！
で
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
』

　
【
中
川
区
／
堀
田
町
子
さ
ん
】

※
お
し
ど
り
夫
婦
、お
幸
せ
に
。

◎
親
心
！

　
『
先
日
、
息
子
が
結
婚
を
し
ま

し
た
。
主
人
の
扶
養
か
ら
除
か

れ
、
自
分
で
中
建
国
保
の
保
険

証
を
受
取
っ
た
瞬
間
、
何
だ
か
、

一
段
と
自
覚
し
た
よ
う
に
思
え

ま
し
た
。
私
も
頼
も
し
く
見
え

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
安
心
も
し

ま
し
た
が
、
気
の
せ
い
か
な
？
』

　
【
中
村
区
／
小
原
和
子
さ
ん
】

※
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
ね
。

【
編
集
後
記
】
今
年
一
年
、

皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
無
事
、
十
二
号
キ

ャ
ロ
ッ
ト
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
も
キ
ャ
ロ
ッ
ト
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
に
ん
じ
ん
】
我
が
家
は
、

こ
こ
最
近
イ
ベ
ン
ト
事
の

予
定
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
嫁
と
俊
介
の
誕
生
日
・

ク
リ
ス
マ
ス
で
す
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
ケ
ー
キ
等
、
出

費
が
か
さ
み
嬉
し
い
よ
う

な
悲
し
い
よ
う
な
…

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

○さ 

◎
感
謝
の
気
持
ち
！

　
『
お
客
様
か
ら
お
仕
事
い
た

だ
き
、
元
気
で
仕
事
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
』

　
【
豊
明
市
／
杉
浦
松
男
さ
ん
】

※
い
つ
ま
で
も
そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
。

◎
樹
齢
、
三
千
年
！

　
『
主
人
の
六
十
一
歳
の
誕
生

日
に
屋
久
島
の
紀
元
杉
を
見
に

行
き
ま
し
た
。
船
の
旅
で
し
た

が
、
主
人
は
乗
り
物
に
弱
く
、
早

め
に
酔
い
止
め
薬
を
飲
み
、
無

事
屋
久
島
に
着
き
、
そ
こ
か
ら

バ
ス
に
乗
り
、
樹
齢
三
千
年
の

紀
元
杉
を
見
た
時
は
本
当
に
感

動
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
後
、

何
千
年
と
残
り
ま
す
よ
う
に

と
、
願
っ
て
き
ま
し
た
』

【
守
山
区
／
椎
木
美
千
代
さ
ん
】

※
大
切
に
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
痛
い
出
費
で
す
わ
ぁ
！

　
『
十
一
月
一
日
に
孫
娘
の
七

五
三
詣
り
に
つ
い
て
い
き
ま
し

た
。
午
前
中
に
祈
祷
が
す
み
、
嫁

が
食
事
な
に
に
し
ま
す
か
と
、

言
う
の
で
寿
司
で
も
と
言
っ
て

寿
司
を
食
べ
ま
し
た
が
、
会
計

は
こ
ち
ら
持
ち
。
祝
儀
と
食
事

代
と
た
い
へ
ん
な
出
費
で
し

た
』
　
　
【
岩
倉
市
／
所
宣
孝
さ
ん
】

※
気
に
し
な
い
気
に
し
な
い
。

◎
う
っ
か
り
、
指
が
…
！

　
『
ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン
の
補
修
を

し
よ
う
と
、
瞬
間
接
着
剤
を
素

手
で
割
れ
た
部
分
に
液
を
押
し

出
し
た
ら
右
の
親
指
と
人
差
し

指
が
し
っ
か
り
く
っ
付
い
て
し

ま
い
、
自
分
の
力
で
は
は
っ
付

い
た
ま
ま
で
ど
う
し
よ
う
も
な

く
て
困
り
果
て
ま
し
た
。
お
湯

に
浸
け
て
み
た
り
し
て
い
る
う

ち
、や
っ
と
外
れ
ま
し
た
。
次
回

は
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
は
め
作

業
し
ま
す
』

　
【
三
好
町
／
安
達
邦
子
さ
ん
】

※
怖
い
で
す
ね
。気
を
付
け
な
い
と
。

◎
学
級
閉
鎖
、
解
除
が
…
！

　
『
娘
の
小
学
校
で
学
級
閉
鎖

！
本
人
は
元
気
で
早
く
学
校
に

登
校
し
た
い
ば
か
り
。
さ
て
、
解

除
と
な
り
「
明
日
か
ら
学
校
だ

ぁ
」
と
喜
ん
で
い
た
ら
、
三
十
九

度
発
熱
！
早
く
良
く
な
っ
て
、

登
校
で
き
る
と
い
い
ね
』

　
【
愛
西
市
／
山
田
真
治
さ
ん
】

※
手
洗
い
・
う
が
い
を
心
掛
け
よ
う
。
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